申　立　書記載例1(認定対象者の退職)
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    令和1年12月１５日
（あて先）福岡市職員共済組合理事長　

                                            所属　総務企画局人事部福利厚生課

                                  　　　　　　　　氏名　　　　　　共済　太朗　　　　　　　　



  私は（　子・共済　一郎　）を扶養しておりますので、被扶養者の届け出を致します。扶養内容は下記のとおりです。
  なお、被扶養者としての要件を欠くに至った場合は、直ちに届け出ます。


  　　                                   記

１．申請の理由
共済一郎が令和1年11月30日を以て勤務先を退職し、組合員である共済太朗が扶養することとなったため。

２．被扶養者の収入状況（全ての収入・・・ 年金収入、不動産収入、農業収入等含む）

退職後は無職・無収入である。

３．被扶養者の住所（別居の場合のみ記載）
　〒●●●－●●●●
●●県　●●市　▲▲▲▲

４．仕送り等の状況（別居の場合のみ記載）

毎月3万円を共済一郎の口座に振込している。

５．雇用保険失業給付の受給状況（申請の理由が退職の場合）

現在は手続き中であり、雇用保険失業給付を受給の際には、共済組合の被扶養者の資格喪失の届出をする予定である。

６．その他

	（本書の利用目的）
  被扶養者の認定を行う際に、被扶養者の要件を満たしているかどうか確認するため、被扶養者申告書の添付書類として利用します。





申　立　書記載例2(会年採用時)



                                                  
    令和 ４ 年12月15日
（あて先）福岡市職員共済組合理事長　

                                            所属　総務企画局人事部福利厚生課

                                  　　　　　　　　氏名　　　　　　共済　太郎　　　　　　　　



  私は（　妻・共済　花子　）を扶養しておりますので、被扶養者の届け出を致します。扶養内容は下記のとおりです。
  なお、被扶養者としての要件を欠くに至った場合は、直ちに届け出ます。


  　　                                   記

１．申請の理由
共済太郎は、令和４年12月1日、福岡市の会計年度任用職員として採用され、職員共済組合員の資格を取得した。
これに伴い、今まで扶養していた妻・花子を引き続き扶養するため申請するもの。

２．被扶養者の収入状況（全ての収入・・・ 年金収入、不動産収入、農業収入等含む）

　　　※文章ではなく、箇条書きで簡潔に記入してください。収入がない場合は、空欄にせず、「なし」と記載してください。
給与収入　650，000円（年額）
老齢厚生年金　40，000円（年額）

３．被扶養者の住所（別居の場合のみ記載）
　〒●●●－●●●●
●●県　●●市　▲▲▲▲

４．仕送り等の状況（別居の場合のみ記載）


５．雇用保険失業給付の受給状況（申請の理由が退職の場合）

６．その他

	（本書の利用目的）
  被扶養者の認定を行う際に、被扶養者の要件を満たしているかどうか確認するため、被扶養者申告書の添付書類として利用します。



